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第 22 回 イ ン ジ ウ ム 燐 お よ び 関 連 材 料 国 際 会 議（ Indiu m  P h o s p h i d e  

a n d  R e l a t e d  M a te r i a l s， IPRM） が ， 2010 年 5 月 31 日 ～ 6 月 4 日 の

5 日 間 に わ た り ， 香 川 県 高 松 市 シ ン ボ ル タ ワ ー で 開 催 さ れ た ． 本 会

議 は InP に 関 連 し た 材 料 技 術 や デ バ イ ス ・ プ ロ セ ス 技 術 を テ ー マ と

し た 国 際 会 議 で ， 光 デ バ イ ス と 電 子 デ バ イ ス の 両 者 に 関 す る 最 新 技

術 の 発 表 の 場 と し て 開 催 さ れ て き た ． 今 回 ， (1) 物 性 評 価 お よ び バ

ル ク 材 料 技 術 ， (2) エ ピ タ キ シ ー 技 術 ， (3) 光 エ レ ク ト ロ ニ ク ス お

よ び プ ロ セ ス 技 術 ， (4) 電 子 デ バ イ ス お よ び プ ロ セ ス 技 術 ， (5) ナ

ノ 構 造 お よ び 新 材 料 技 術 の 五 つ の 技 術 領 域 で 論 文 募 集 が 行 わ れ た ．

発 表 論 文 数 は 135 件 で ，そ の 内 訳 は 21 件 が プ レ ナ リ ー 講 演 2 件 を 含

む 招 待 講 演 ，60 件 が 口 頭 発 表 ，56 件 が ポ ス タ ー 発 表 で あ っ た ．ま た ，

今 回 は 関 連 の 深 い 化 合 物 半 導 体 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム と 初 め て の 併 設 開

催 と し ， 総 勢 769 名 も の 参 加 者 が 一 同 に 会 し ， 相 互 に セ ッ シ ョ ン 交

流 を 行 い ， 幅 広 い 交 流 の 場 と な っ た ．   

会 議 前 日 に は ， 光 集 積 回 路 技 術 に つ い て 松 尾 慎 治 氏 （ NTT） が ，

III- V  M O S F E T 技 術 に つ い て Peide  D .  Y e 教 授  (Pu r d u e 大 学 ) が ， チ

ュ ー ト リ ア ル 講 演 を 行 っ た ． ま た ， 3 日 目 の 夜 に は “ Compou n d  

S e m i c o n d u c t o r  f o r  e n e r g y  h a r v e s t i n g” と 題 す る ラ ン プ セ ッ シ ョ ン

が 開 催 さ れ た ． 地 球 温 暖 化 防 止 技 術 と し て ， 近 年 急 速 に 関 心 が 高 ま

り つ つ あ る 太 陽 光 を 利 用 し た 発 電 や 水 素 発 生 技 術 の 最 新 ト ピ ッ ク に

つ い て ，3 件 の 講 演 が あ っ た ．200 名 近 い 参 加 者 が 夜 遅 く ま で 熱 心 な

議 論 を 行 い ， 低 炭 素 社 会 実 現 に 向 け た エ ネ ル ギ ー 技 術 へ の 関 心 の 高

さ を う か が わ せ た ．  

本 会 議 は ， 2 件 の プ レ ナ リ ー 講 演 に よ り ス タ ー ト し た ． 1 件 目 の

講 演 で ，豊 橋 技 科 大 の 米 津 宏 雄 教 授 は ，Si 基 板 上 に III- V 結 晶 を 成

長 す る う え で の 技 術 課 題 と し て ，ヘ テ ロ 界 面 で の 結 晶 構 造 不 整 合 と ，

格 子 定 数 の 違 い と ， 熱 膨 張 係 数 の 差 が ど の よ う な 課 題 を 取 り 上 げ ，
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解 決 に 向 け た 手 法 と そ の 成 果 に つ い て 紹 介 し た ．さ ら に ，III- V  on  S i

技 術 に よ り 切 り 開 か れ る 光 ・ 電 子 融 合 型 デ バ イ ス 応 用 の 研 究 動 向 と

そ の 可 能 性 を 示 し た ． 2 件 目 の DARPA の Sanj a y  R a m a n 氏 は ， DARP A

で 推 進 さ れ て い る COSMO S プ ロ グ ラ ム の 概 要 を 紹 介 し た ．THz 帯 ト ラ

ン ジ ス タ 技 術 に Si CM O S の 集 積 回 路 技 術 を 融 合 さ せ る 異 種 材 料 デ バ

イ ス 集 積 化 技 術 や ， InP 系 HBT と CMOS  L S I か ら な る 高 速 ・ 高 精 度 な

ア ナ ロ グ デ ィ ジ タ ル 変 換 器 Ｉ Ｃ の 研 究 開 発 計 画 に つ い て ， そ の 全 体

像 が 紹 介 さ れ た ． そ の 後 の 一 般 口 頭 発 表 は ， 招 待 講 演 と と も に 18

の セ ッ シ ョ ン で 行 わ れ た ． 以 下 に ， 各 技 術 領 域 で 注 目 を 集 め た 論 文

を 紹 介 す る ．  

物 性 評 価 お よ び バ ル ク 材 料 技 術 で は ， JAXA の 木 下 氏 が ， 高 品 質

In 0 . 1 7 G a 0 . 8 3 A s 基 板 の 成 長 技 術 を 報 告 し ，同 基 板 上 に 作 製 し た 1.3μ m

帯 レ ー ザ ー が 150℃ ま で 安 定 動 作 す る こ と を 示 し た ． ま た 直 接 変 調

に よ り ， 10Gbp s 光 信 号 を 20km エ ラ ー フ リ ー で 伝 送 可 能 で あ る こ と

を 示 す な ど ， 実 用 化 に 向 け た 取 り 組 み を 発 表 し た ．  

エ ピ タ キ シ ー 技 術 で は ， NTT の 杉 山 氏 が MOCV D 法 に よ り 高 品 質 な

In 0 . 5 3 G a 0 . 4 7 A s / I n 0 . 8 G a 0 . 2 A s コ ン ポ ジ ッ ト チ ャ ネ ル 構 造 を 成 長 し ， 初

め て 極 め て 高 い 電 子 移 動 が 得 ら れ る こ と を 示 し た ．  

光 エ レ ク ト ロ ニ ク ス お よ び プ ロ セ ス 技 術 で は ， NTT の 瀬 川 氏 が ，

波 長 可 変 レ ー ザ ー ， 波 長 変 換 器 ， AWG を モ ノ リ シ ッ ク 集 積 し た 8×8

光 ス イ ッ チ に 関 す る 方 向 を 行 っ た ． ド ラ イ エ ッ チ ン グ で 作 製 し た 導

波 路 端 面 ミ ラ ー に よ り 波 長 可 変 レ ー ザ ー の 共 振 器 を 形 成 す る こ と で ，

光 ス イ ッ チ の 出 力 強 度 が -15 d B m か ら 数 dBm に 向 上 す る こ と を 示 し

た ． ま た 試 作 し た 光 ス イ ッ チ を 用 い た 10 Gb p s 光 パ ケ ッ ト 信 号 の ス

イ ッ チ ン グ 特 性 の 評 価 も 行 い ， 10 ns 以 下 の 速 度 で 安 定 的 に ス イ ッ

チ ン グ 可 能 で あ る こ と を 示 し た ．  

電 子 デ バ イ ス お よ び プ ロ セ ス 技 術 で は ， Nort h r o p  G r u m m a n  

A e r o s p a c e  S y s t e m s の Lai 氏 が ， InP 系 HEMT に お い て ，  586G H z の

電 流 利 得 遮 断 周 波 数 (f T )を 報 告 し た ．InP 系 HBT で は ，ETH の Y. Z e n g

氏 が ， InP/G a A s S b  D H B T に お い て ， 343 G H z の f T と 351 G H z の 最 大

発 振 周 波 数 を 同 時 に 達 成 し た 成 果 を 報 告 す る な ど ， サ ブ ミ リ 波 デ バ

イ ス 応 用 に 向 け た 研 究 が 進 ん で い る ． ま た ， III-V  M O S ト ラ ン ジ ス
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タ に 関 す る 成 果 が 複 数 の 研 究 機 関 か ら 報 告 さ れ る な ど ， 近 年 急 速 に

高 ま り つ つ あ る ロ ジ ッ ク ト ラ ン ジ ス タ 応 用 へ の 期 待 を 感 じ さ せ た ．  

ナ ノ 構 造 お よ び 新 材 料 技 術 で は ， CNRS の Hali o u a 氏 が ， Si 導 波

路 上 に InP 系 フ ォ ト ニ ッ ク 結 晶 導 波 路 を ボ ン デ ィ ン グ し た レ ー ザ ー

に お い て ， 低 し き い 値 動 作 が 得 ら れ た こ と を 報 告 し た ． ま た ， Bell

研 の L. C h e n 氏 は ， 導 波 路 下 部 の InP 基 板 を く り 抜 い た 構 造 を 利 用

し た グ レ ー テ ィ ン グ カ プ ラ を 報 告 し た ． 光 閉 じ 込 め を 利 用 す る こ と

で ， 40%と い う 良 好 な 結 合 効 率 が 得 ら れ る こ と を 示 し た ．  

最 も 優 れ た 学 生 論 文 に 授 与 さ れ る IEEE I P R M  B e s t  S t u d e n t  P a p e r  

A w a r d に は ， UCSB の Ashi s h  B a r a s k a r 氏 の “ High D o p i n g  E f f e c t s  o n  

i n - s i t u  O h m i c  Co n t a c t s  t o  n - I n A s” が 選 ば れ た ． ま た ， 本 会 議 へ

の 継 続 的 な 貢 献 者 に 授 与 さ れ る IPRM 賞 は ，大 阪 大 の 朝 日 一 教 授 と 決

ま り ， プ レ ナ リ ー セ ッ シ ョ ン 後 に 表 彰 セ レ モ ニ ー が 行 わ れ た ．  

次 回 の 第 23 回 IPRM は ， Frau n h o f e r H H I の Nobe r t  G r o t e 博 士 を

組 織 委 員 長 と し て ， 2011 年 5 月 22 日 ～ 26 日 に ， ド イ ツ の ベ ル リ ン

で 開 催 さ れ る 予 定 で あ る ．  

 

 
応用物理（2010）Wb－0016 (3) 


